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園1: 麻をSM2000に投入

研磨性、繊維質、タフな植物

亜麻、麻やアジは繊維質なだけではなく、研磨性が高いため粉砕機

を傷めることがあります。さらに、栢物は水分と泊分を含むので、こ

の点も考慮する必要があります。これらの要素を踏まえて適切な粉砕

機を選択することが肝要です。

最初の予備粉砕には、当社のパワーカッティングミルSM2000のよ

うなカ ッティングミルが最適です。20mmのスクリーンを使って、大墨

の麻などの繊維質の試料を予備粉砕できます。その後は縮分器を使っ

て代表試料を採取し、分析に必要な粒度まで遊星ポールミルなどを使

って微粉砕します。
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遊星ボールミルの原理

遊星ボールミルの粉砕原理は、ジャーの中のボールに及ほす二重の回転運動です。

公転台の偏芯位置に装苦されたジャーは、公転万向とは逆方向に自転します。これに

よって生じるボールとジャーの回転速度の差が絶え間ない衝撃と摩砕の粉砕力を生み

出しま主遊星ボールミルの強力な粉砕力でタフで繊維質の試料でも効率的に粉砕で

きます。

植物試料の特異性

植物を粉砕する際には、粉砕そのものに影響する2つの要素を考念する必要があり

ます。

1.ボールミルの場合通常、ジャー容星の1/3の試料を入れ、1/3のボールを入れます。

植物試料の場合は違います。比重が軽いため最初の1~2分の粉砕で体積が激減するの

です。植物試料の場合、ジャーの縁スレスレまで試料を入れないとジャーとボールが

傷つきます。

ジャーの縁ス レスレまで満たす 1~2分の粉砕で｛本積は激減 粉砕開始から15~20分後

2．不均質な試料が完壁1こ粉砕・混合されるのには少々時間がかかります。植物試料を

均ーに100μ m未満1こするため250mlのジャーに①30mmのボール3個を入れて粉砕し

た場合、約15~20分かかります。これによってあらゆる分析に適応できる再現性の高

い試料ができるのです。

結論

研究開発、生産管理や品質管理のために、i言頼性の高い分析用植物試料を調整す

ることは、困難ですが不可能ではありません。各試料の特性に合った試料調整方法

を取ることが重要です。

ある程度の経験さえあれば、本稿で説明したように、均ーで代表性のある試料を

高い再現性をもって作成できるのです。

■重金属コンタミ防止仕様
ジルコニア製のジャ ーとポールを

使うことで、試料が重金属で汚染

されることを防止できます。

重金属分析用の試料調整には、極

めて有効です。

■強力な粉砕力

ジルコニア製のボールは比重が高

いので、強力な粉砕力を生み出し

ます。

■密閉性の高いジャ―
レッチェ社製のジャーは密閉性が

高いので、試料中の水分や泊分が

漏れません。

■望冨なジャー容呈
様々な容皇のジャーを揃えている

ので、試料の昌に合わせて選択で

きます。

■均ーな粉砕

植物試料は簡単に 100 μ m未満に

粉砕できます。ジャーやポールヘ

の試料のこびりつきを防ぐこは 、

メタノールなどの粉砕助剤を粉砕

前に数滴垂らすと有効です。


